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◇ファンターネ！  

Ｎ Ｈ Ｋ教育テレビの「おかあさんといっし ょ 」 、知ってい

ますよね。現在、その番組の中で「ファンターネ 」という劇

が放送されています。学科長も一児の父なのでたまにこの

ファンターネを見ることがあります。ある日、番組の放送の

最後に「ファンターネ！がやってくる ！観覧者募集！ 」という

告知が流れました。なんと、山形にやってくるというではあ

りませんか。 「これは子を連れていきたい！ 」と思い入力フ

ォームからすぐさま応募しました。  

 

 その応募をしてからすぐ、ＮＨＫ山形から取材の話しがあ

り、アナウンサーの方からも大変よくしていただき、あの置

農特集が仕上がり、放送されたわけです。人生でこんな巡

り合わせありますか 。ないよね。ファンターネ応募→ＮＨＫ

から取材依頼→Ｇ科特集→大好評という流れまで来たと

したら 、 「→学科長観覧当選」と来るのが当然の流れと言

うか、決定事項なわけですよね。  

 

応募の結果、発表していいで

すか 。 ま あ 、 発 表 す る ま で も無

いく らいの決定事項ですけど 。

いいですか 。 発表 し ま す よ 。 落

選です。落の選。上手くいくこと

ばかりじゃないよ。ね。笑おう。  

◇坂先生より  

タイトル   晩秋  

花材   残花（ダリア・あじさい・菊・他）  

 

秋が深 ま り 、 こ の 季

節の花材は残花一色。  

鮮 や か な 色 合 い も 良

いが 、色あせた草花も

またいい 。冬の訪れを

感じる。  

 そ う い え ば 、 最 近 黄

色いセ イ タ カ ア ワダチ

ソウをばかりが目に入

る 。あの花には個人的な思い出がある 。 ３ ０年位前のこと

である 。和歌山県で農業クラブの全国大会が開催され 、

農業鑑定競技に出場する生徒を引率して参加した時の事

だ 。バスで移動中 、道路に群生してお り初めて見る植物

（少なくとも、当時山形では目にしたことがなかった植物）

に眼が釘付けになった。生徒に「あの花何？農業鑑定に出

るんじゃね？」と問いかけた。そしたら、隣の席の見知らぬ

おじいちゃん先生が「あれは、セイタカアワダチソウ 。外来

植物で汚い河川に生えるのですよ 。植物生態も変化しま

すから困った植物ですね」と教えて下さった。  

 さ て 、残念ながら我が山形の地にも  その植物が猛威を

振るうようになった。晩秋には似つかわしくない毒々しく映

える黄色だ。何とかしなくてはならないですよね。皆さん！  


